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121-860取 扱 説 明 書

 二次元の衝突実験器　TD-10

注　記　

この取扱説明書では、警告内容を次のように規定しています。

ご使用に際しての安全上の注意事項

  ●この取扱説明書をよく読んで正しくご使用下さい。

  ●いつでも取扱説明書が使用できるように大切に保管して下さい。

　このたびは、二次元の衝突実験器 TD-10をご採用いただきまことにあり
がとうございます。
　ご使用前に、この取扱説明書をお読みのうえ、有効にご活用くださいま
すようお願いいたします。

装置を正しくご使用していただくためのヒント的情報を
記載しています。

その事象を避けなければ、軽傷もしくは中程度のけがを
負う可能性のある場合、及び物的障害の可能性がある場
合に用います。

　　　注　意

　　注　記

本体は、アクリル製ですので強い衝撃は絶対に当てないようにしてく
ださい（特にレール部分）。破損の原因になります。

注　意
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3.　実験準備
　実験を行うに当たり次のものを用意します。

1）二次元の衝突実験器 1式
2）クランプ 1個
3）カーボン紙 2～4枚
4）A3用紙 4～6枚
5）メートル尺 1本
6）セロテープ

装置の組立て方法
標的球支持金具をローレットねじにより下から本体レールに固定します。こ
のとき、支持金具の赤い指標が上向きになるようにします。

標的球支持金具

本体レール

ローレットねじ

図2.　本体の組み立て方
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1.　概要
　本実験器は、斜面に沿って球を転がし球同士を衝突させて、速度ベクトルや
運動量保存の法則などの実験を行うための実験器です。
　衝突時の角度を任意に設定するために角度目盛が表示されています。また、
球の初速度を一定にするために、スタータが設けてあります。

2.　構成品目
斜面本体 角度目盛付
スタータ（球位置固定用）
球 鋼球（直径20mm）

アクリル球（〃） 各２個
ヒートン（衝突位置決め用）
糸

図1.　構成図
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－メモ－
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二次元衝突実験器　TD-10

4.　実験
1）実験器を机の上にクランプを用いて固定し、測鉛振り子を取り付けます。
2）標的球を図3の様に載せる金具を調節します。
3）支持金具の角度を決め２球の衝突を数回試み、２球の落下位置の見当をつ
けます。落下位置の床上に用紙とカーボン紙を重ね合せて起きます。（落下し
た球はカーボン紙をたたき落下位置が記録されます。）
4）支持金具から吊り下げた測鉛振り子のおもりの真下にある紙上に印をつけ
ておきます。
5）支持金具上に標的球を載せずに、鋼球を転がし落下位置を調べます。球の
スタート位置はスタータによって決めます。
6）球のスタート位置は変えずに支持金具の上に標的球を載せて鋼球を転がし
それぞれの球の落下位置を調べます。
7）衝突角を変え同様な実験を行います。
8）大きさが等しく質量の違う２球で実験します。

入射球 標的球

支持金具

測
鉛
振
り
子

図3.　位置調節

二次元の衝突実験器　TD-10
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振り子位置
入射球の起点

入射球の落下位置

標的球の落下位置

衝突なしの落下位置

図5.　実験結果

図4.　測定方法

5.　実験データの整理
5.1　等しい質量の２球の衝突
　紙上に記録された点は、それぞれ衝突した球の速度ベクトルを表わしま
す。標的球の速度ベクトルの起点は測鉛振り子の真下の位置であり落下位置
が終点である。また、入射球の速度ベク
トルの起点は標的球の速度ベクトルを運
動方向と逆向きに球の直径分だけ印のつ
いた点から延長した所であり落下位置が
終点となる。
　それぞれ２球の速度ベクトルを合成す
ると、衝突をせず１球だけで落下した時
の位置にほぼ一致する。また、この場合
それぞれの球の質量は等しいので速度ベ
クトルは運動量ベクトルに置き換えられ
る。すなわち最初の入射球の運動量ベク
トルと衝突後の２球の運動量ベクトルの
和は等しいといえる。
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5.2　質量の違う２球の衝突
　質量の違う２球の場合でも、紙上に記録された点は等しい質量の２球の場
合と同様に速度ベクトルを表わしますが、運動量ベクトルではない。
　運動量ベクトルに変換するためには、各々の質量をかけなければならな
い。簡単にするために質量の単位として入射球の質量をm1とします。する
と入射球の運動量ベクトルはその速度ベクトルに一致します。標的球（質量
m2）の運動量ベクトルは、その球の速度ベクトルの長さに m2/m1 の割合で
短くすれば得られる。この場合も得られた、それぞれの運動量ベクトルを和
は入射球だけの運動量ベクトルと等しくなる。

6.　使用上の注意
ご使用にあたり次の点にご注意ください。

・本体は、アクリル製ですので強い衝撃は絶対に当てないようにしてくださ
い。破損の原因になります。
・鋼球は、錆び防止の為に油を塗っておりますのでご使用の前には拭きとっ
てください。

二次元の衝突実験器　TD-10
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７．保証・アフターサービス

　7.1	保証書

●�保証書は，本取扱説明書の最終頁に添付されています。｢製品名，形式，製造番号，

お買上げ日，販売店 ｣の記載をお確かめのうえ，大切に保管してください。製品名，

形式，お買上げ日が記載されていない場合は保証の対象外となりますのであらか

じめご了承ください。

●�保証期間は，お買上げ日より 1 ヵ年間です。保証書の記載内容により，無償で修

理いたします。

　保証期間内でも，次の場合には有償修理となりますのでご注意ください。

(１)	保証書の提示がない場合。

(２)	保証書に製品名，形式，お買上げ日，販売店が記載されていない場合。

(３)	保証書の全部，または一部の字句を書き換えられた場合。

(４)	使用上の誤り，または不当な修理や改造による故障または損傷。

(５)	お買い上げ後の移動，落下，運搬等による故障または損傷。

(６)	�火災・異常電圧，および地震・雷・風水害，その他天災地変など，外部要因に

よる故障または損傷。

(７)	その他弊社の責任と認められないもの。

(８)	日本国外で製品を利用した場合の故障または損傷。

●�保証期間経過後の修理については，お買上げの販売店または弊社支店・営業所に

ご相談ください。修理によって機能が維持できる場合は，お客様のご要望により

有償で修理いたします。

　7.2	修理を依頼されるとき

●�万一，異常が発生しましたら，ただちに使用を中止して，お買上げの販売店また

は弊社支店・営業所までご連絡ください。

●�ご連絡いただきたい内容

○製品名

○製品の形式

○機体 No.（記載のあるもののみ）

○お買上げ日

○故障の内容（できるだけ詳細に）

●�保証書は必ずご提示ください。

保証書または本器に貼付されている

銘板などをご参照ください。
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